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家
屋
の
実
地
調
査
を
行
い
ま
す

　
令
和
6
年
1
月
2
日
〜
令
和
7
年
1
月

1
日
の
間
に
新
築
ま
た
は
増
改
築
さ
れ
た

家
屋
に
つ
い
て
、
令
和
7
年
度
か
ら
新
た

に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
税
額

を
算
定
す
る
た
め
に
は
、
価
格
を
決
定
ま

た
は
修
正
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
対
象
の
方

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
通
知
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
に
は｢

徴
税
吏
員
証｣

及
び ｢

固
定

　

資
産
評
価
補
助
員
証｣

を
携
帯
し
た
税

　
務
課
職
員
が
伺
い
ま
す
。

問
合
先　
税
務
課
☎(

275)

６
１
０
９  

 

個
人
事
業
税
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く

　
８
月
に
第
１
期
分
と
第
２
期
分
の
納
付

書
を
ま
と
め
て
送
付
し
ま
す
（
口
座
振
替

ご
利
用
の
方
を
除
き
ま
す
）
。
納
付
時
に

は
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
年
間
の
税
額
が
１
万
円
以
下

の
方
は
、
第
2
期
分
の
納
付
書
は
あ
り
ま

せ
ん
。

納
期
限　
第
１
期
分
…
9
月
2
日(

月)
※
納
税
が
困
難
な
場
合
は
、
納
税
猶
予
の

　
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

　
く
は｢
府
税
あ
ら
か
る
と｣

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
泉
北
府
税
事
務
所

 
☎(
238)

７
２
２
１

市 役 所 か ら の  
お 知 ら せ

今月が納期限の税金

〈市民税〉 
〈府民税〉 

〈森林環境税〉 
第2期分

9月2日までにお近くの 
金融機関またはコンビニエンス 

ストア等で納めてください。

問合先　税務課☎（275）6094

泉大津市・高石市・忠岡町の
気になる情報をお届けします！

墓店（はかみせ）
　忠岡町のお
盆のお墓参り
は、夜に提灯
を片手に家族
で参る風習があり、墓地までの沿道
にたくさんの夜店が並びます。
日時　8月 13日（火）
　　　17：00～ 22：00
場所　忠岡本通り線ほか
問合先　忠岡町経営戦略課
　　　　☎0725（22）1122

防災シンポジウム
　地域の防災活動を行う方々の固定
化や担い手不足が懸念されている
中、多世代の積極的な参加や交流を
生み出し、地域のつながりを強化す
ることで、コミュニティの活性化を
図り、更に共助の力を高めるために、
どういった取り組みをすべきかにつ
いて考えます。
日時　8月 26日（月）
　　　13：30～15：30
場所　アプラたかいし（3階）
料金　無料
問合先　危機管理課☎(275)6245

泉大津海辺の夏祭り
＠なぎさ公園 (N-GRILL)　
　夏祭りと海のエンターテインメント
ショーを開催します。縁日屋台やキッ
チンカーが出店し、ダンスパフォーマ
ンスやビンゴ大会も実施します。フィ
ナーレには、音楽と照明に合わせて海
上から噴き上がる花火の新感覚エン
ターテインメントショーをお楽しみく
ださい。※花火は３～５分間で、打上
げ花火ではありません。
日時　8月 11日（日）
          15：00～ 20：00
問合先　運営事業者
㈱ ENJOY TRUST
☎080（9187）3365
泉大津市地域経済課
☎0725（33）1131

▲詳細はこちら

▲詳細はこちら
▲詳細はこちら
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就
職
・
結
婚
等
を
し
た
場
合
は　
　

種
別
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す

　
国
民
年
金
の
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
は

手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
を
し
な
か

っ
た
場
合
は
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
る
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し

ま
し
ょ
う
。

※
必
要
に
応
じ
て
、
妻
・
夫
を
読
み
替
え

　
て
く
だ
さ
い
。

■
第
１
号
被
保
険
者
の
方
が
…

・ 

就
職
し
て
厚
生
年
金
保
険
ま
た
は
共
済

組
合
に
加
入
し
た
。
→
②
へ

・ 

会
社
員
と
結
婚
し
て
、
そ
の
被
扶
養
配

偶
者
と
な
っ
た
。
夫
が
就
職
し
て
、
そ

の
被
扶
養
配
偶
者
と
な
っ
た
。
→
③
へ

■
第
２
号
被
保
険
者
の
方
が
…

・ 

転
職
し
て
自
営
業
に
な
っ
た
（
被
扶
養

配
偶
者
も
第
１
号
被
保
険
者
へ
）
。
会

社
を
退
職
し
て
、
自
営
業
者
の
妻
に
な

っ
た
。
→
①
へ

・ 

会
社
を
退
職
し
て
、
会
社
員
の
被
扶
養

配
偶
者
に
な
っ
た
。
→
③
へ

■
第
３
号
被
保
険
者
の
方
が
…

・ 

夫
が
会
社
を
退
職
し
た
。
会
社
員
の
夫

と
離
婚
し
た
。
収
入
が
増
え
、
被
扶
養

配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
。
夫
が
65
歳
に

達
し
た
。
夫
が
死
亡
し
た
。
→
①
へ

・ 

会
社
に
就
職
し
て
被
扶
養
配
偶
者
で
な

く
な
っ
た
。
→
②
へ

・ 

夫
が
転
職
し
て
厚
生
年
金
保
険
か
ら
共

済
組
合
、
ま
た
は
共
済
組
合
か
ら
厚
生

年
金
保
険
に
変
わ
っ
た
。
→
③
へ

■
未
加
入
の
方
が
…

・ 

20
歳
未
満
で
就
職
し
、
厚
生
年
金
保
険

ま
た
は
共
済
組
合
に
加
入
し
た
。
→
②

へ
変
更
後
の
種
別
・
届
出

① 
第
１
号
被
保
険
者
…
年
金
手
帳
ま
た
は

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
・
資
格
喪
失
日

の
分
か
る
書
類
を
持
参
し
、
健
幸
増
進

課
へ

② 

第
２
号
被
保
険
者
…
事
業
主
等
が
年
金

事
務
所
に
届
出
を

③ 

第
３
号
被
保
険
者
…
事
業
主
等
を
通
じ

て
年
金
事
務
所
に
届
出
を

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎(

275)

６
２
４
１

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免

　

被
保
険
者
ま
た
は
連
帯
納
付
義
務
者(

被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
と
被

保
険
者
の
配
偶
者)

が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

納
付
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、

保
険
料
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

① 

震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
災
害
に
よ
り
被
保
険
者
が
主
た

る
居
住
の
用
に
供
し
て
い
る
住
宅
、
被

保
険
者
の
家
財
、
そ
の
他
の
財
産
に
つ

い
て
著
し
い
損
害
を
受
け
た
と
き

② 

被
保
険
者
ま
た
は
保
険
料
の
連
帯
納
付

義
務
者
の
収
入
が
事
業
の
不
振
、
休
業
、

廃
止
ま
た
は
失
業
等
の
理
由
に
よ
り
著

し
く
減
少
し
た
と
き

③ 

被
保
険
者
が
、
刑
事
施
設
、
労
役
場
、

そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
施
設
に
拘
禁

さ
れ
た
と
き

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎（
275
）６
3
９
２

ご
存
知
で
す
か
？
任
意
継
続
保
険
制
度

　
任
意
継
続
保
険
制
度
は
、
勤
務
先
の
健

康
保
険
に
２
か
月
以
上
の
加
入
期
間
が
あ

れ
ば
、
退
職
後
も
引
き
続
き
２
年
間
の
継

続
加
入
が
で
き
る
制
度
で
す
。
保
険
料
は

会
社
負
担
が
な
く
な
り
、
全
額
自
己
負
担

に
な
り
ま
す
。
手
続
き
は
、
退
職
日
の
翌

日
か
ら
20
日
以
内(

厳
守)

に
協
会
け
ん
ぽ

ま
た
は
勤
務
先
の
健
康
保
険
組
合
へ
。

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎（
275
）６
３
７
４

金
婚
者
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
す

日
時　
9
月
30
日(

月)

午
前
11
時
か
ら

場
所　
市
役
所
別
館(

３
階)

対
象　
結
婚
50
周
年
の
夫
婦(

結
婚
年
月

日
を
証
明
す
る
書
類
は
不
要
で
す)

※
当
日
は
昼
食
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　
8
月
30
日
ま
で
に
高
齢

・
障
が
い
福
祉
課
へ(

電
話
申
込
可)　
　

 
 

☎(

275)

６
２
９
４

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
国
際
交
流
基
金

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
及
び
国
際
交

流
活
動
を
助
成
す
る
た
め
の
基
金
を
設
け
、

対
象
と
な
る
活
動
に
対
し
て
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
助
成
基
準
や
必
要
書
類
等

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　
社
会
教
育
課

 

☎(

275)

６
４
３
７
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定
額
減
税
補
足
給
付
金(

調
整
給
付
金)

　
対
象
と
な
る
方
に
は
、
支
給
額（
※
）を

記
載
し
た
確
認
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

届
い
た
方
は
支
給
額
・
内
容
等
を
ご
確
認

の
う
え
、
電
子
申
請
も
し
く
は
郵
送
に
て

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
支
給
額
は
個
人
ご
と
に
異
な
り

　
ま
す
。

対
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
高
石
市
で
令
和
6
年
度
の
住
民
税
が
課

　
税
さ
れ
て
い
る

②
令
和
6
年
分
推
計
所
得
税
額
、
令
和
6

　
年
度
分
住
民
税
の
所
得
割
に
つ
い
て
、

　
少
な
く
と
も
ど
ち
ら
か
が
0
円
で
は
な

　
い

③
定
額
減
税
可
能
額
が
、
減
税
前
の
税
額

　
を
上
回
る

申
込
期
限　
10
月
31
日
ま
で

問
合
先　
定
額
減
税
調
整
給
付
金
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
☎(

275)

６
４
９
８

防
犯
川
柳
募
集

　
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
、
子
ど
も
被
害
防

止
等
、
防
犯
に
関
す
る
皆
様
の
作
品
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
！

応
募
規
定　
①
作
品
に
は
住
所・氏
名（
ニ

ッ
ク
ネ
ー
ム
可
）・
電
話
番
号
を
明
記
。 

川
柳
ク
ラ
ブ
所
属
の
方
は
、
教
室
名
も
記

入
く
だ
さ
い
。 

②
市
内
在
住
③
応
募
は

ひ
と
り
一
点
、未
発
表
作
品
に
限
る

申
込　
８
月
31
日
午
後
5
時
ま
で
に
高
石

防
犯
協
会
に
メ
ー
ル
：takaisibouhan

8535@
shore.ocn.ne.jp

※
結
果
は
、
10
月
中
に
高
石

　
警
察
署
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
で
発
表
し
ま
す
。

問
合
先　
高
石
警
察
署
☎（
265
）１
２
３
４

黙
と
う
に
ご
協
力
を

　
8
月
15
日
は
戦
没
者
を
追
悼
し
、
平
和

を
祈
念
す
る
日
で
す
。
正
午
か
ら
1
分
間

の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課
☎（
275
）６
２
８
３

■情報公開制度の運用状況（R5.4.1～R6.3.31）
1. 実施機関別処理状況

2. 審査請求の状況

※請求件数は受理日が期間内に存するものの件数
※１件の請求に対し、複数の決定を行う場合があります

※議会、選挙管理委員会、公平委員会、固定資産評価審査委員会、
　市長 (水道事業管理者 )への請求は 0件

※請求件数は受理日が期間内に存するものの件数

※１件の諮問・答申に対し、複数の事由がある場合があります

■個人情報保護制度の運用状況（R5.4.1～R6.3.31）

■行政不服審査制度の運用状況（R5.4.1～R6.3.31）

1. 個人情報保護審査会への諮問・答申件数

2. 個人情報の開示請求等の件数

3. 審査請求の状況
期間中に審査請求はありませんでした。

88
開示請求 訂正請求 利用停止請求 是正の申出 計

1 1

１１

計

諮問条例適用条項 答申
条例の規定の改廃
安全管理のために必要かつ適切な措置
運用上の細則を定めること

令和5年度　情報公開制度・個人情報保護制度・行政不服審査制度の運用状況
詳しくは市役所本館２階行政資料コーナーで閲覧できます。

期間中に審査請求はありませんでした。

問合先　総務課 ☎（275）61972

件　数 処理
件数

内　訳内　訳

却下棄却一部認容 前年度
から繰越

令和6
年度への
繰越件数

令和5年度
  申立て 認容 取下げ

222

部分公開公　開 非公開 不存在
請求
件数 請求拒否 取下げ

処理状況実施機関
市　長

監査委員

全　庁

政策推進部

農業委員会
教育委員会

計

総　務　部
保健福祉部
土　木　部
会　計　課

19

1
5 3

2

59
4 4

1
1

89

3

決定
件数
19

38 2152138

1
5

1 11

9
4

1 1 1

１
１

17 12 517



お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

7	 きらり	-TAKAISHI-　2024.8

９
月
3
日
は
大
阪
８
８
０
万
人
訓
練

　
午
後
3
時
00
分
に
地
震
が
発
生
し
た
と

想
定
し
、
午
後
3
時
03
分
に
大
津
波
警
報

に
つ
い
て
、
午
後
3
時
05
分
に
避
難
情
報

に
つ
い
て
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
携
帯
電

話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
届
き
ま
す
。
各

自
で
身
を
守
る
行
動
を
と
る
な
ど
、
緊
急

時
の
避
難
行
動
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、
マ
ナ
ー
モ
ー
ド

　
で
も
受
信
音
が
流
れ
ま
す
。
受
信
音
が

　
流
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
電
源
を

　
切
る
か
受
信
設
定
を
オ
フ
に
し
て
く
だ

　
さ
い
。

問
合
先　
府
民
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー 

 

☎
０
６(

６
９
１
０)

８
０
０
１

さ
く
ら
ね
こ
T
N
R
活
動

　
本
市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と

連
携
し
、
さ
く
ら
ね
こ
T
N
R
活
動
に

参
画
し
て
い
ま
す
。「
さ
く
ら
ね
こ
」と
は
、

不
妊
去
勢
手
術
実
施
済
み
の
目
印
と
し
て

耳
先
を
桜
の
花
び
ら
の
形
に
カ
ッ
ト
さ
れ

た
猫
の
こ
と
で
す
。

　
T
N
R
活
動
で
は
、
一
定
の
ル
ー
ル

の
も
と
エ
サ
や
り
や
ト
イ
レ
の
始
末
等
が

行
わ
れ
、
一
代
限
り
の
命
を
全
う
さ
せ
る

こ
と
で
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
関
す
る

苦
情
等
を
減
ら
す
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
先　
環
境
政
策
課
☎（
275
）６
８
３
４

む
や
み
に
野
良
猫
に
エ
サ
を
あ
た
え

る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
時
間
や
場
所
を
限
定
せ
ず
に
む
や
み
に

エ
サ
を
与
え
、
片
付
け
や
フ
ン
等
の
始
末

を
行
な
わ
な
い
と
、
フ
ン
や
尿
、
鳴
き
声

で
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
避
妊
去
勢
手
術
を
受
け
て
い
な
い

猫
に
エ
サ
を
与
え
る
こ
と
は
、
野
良
猫
の

繁
殖
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
の
エ
サ
や
り
が
周
囲
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
環
境
政
策
課
☎（
275
）６
８
３
４

新
た
な
化
学
物
質
規
制
の
制
度
が
導

入
さ
れ
ま
し
た

　
国
内
で
輸
入
、製
造
、使
用
さ
れ
て
い
る

化
学
物
質
は
数
万
種
類
に
の
ぼ
り
、
そ
の

中
に
は
、
危
険
性
や
有
害
性
が
不
明
な
物

質
が
多
く
含
ま
れ
ま
す
。ま
た
、化
学
物
質

を
原
因
と
す
る
労
働
災
害
は
年
間
４
５
０

件
程
度
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年
４
月
１
日

等
に
労
働
安
全
衛
生
規
則
等
が
改
正
さ
れ
、

新
た
な
化
学
物
質
規
制
の
制
度
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
合
先　
泉
大
津
労
働
基
準
監
督
署

 

☎
０
７
２
５（
２
７
）１
２
１
１

大
阪
の
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　
９
月
13
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分

場
所　
な
ん
ば
ス
カ
イ
オ（
７
階
）

募
集　
１
５
０
人（
先
着
順
）

料
金　
無
料

申
込　
９
月
6
日
ま
で
に
①
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
②
電
話
番
号
③
職
業

④
所
属
企
業
・
団
体
名
等
を

記
入
し
、メ
ー
ル
申
込

granddesign@
gbox.pref.osaka.lg.jp

問
合
先　
大
阪
都
市
計
画
局
計
画
調
整
課

 
☎
０
６（
６
２
１
０
）９
８
１
２

消費生活センターだより
C o n s u m e r  s e r v i c e  c e n t e r  n e w s l e t t e r

「もしもの時に慌てないように！葬儀サービスのトラブル」

※独立行政法人国民生活センター「見守り新鮮情報　第475号」から抜粋

広告を見て価格が手ごろなのでその葬儀社に依頼したが、オプション等を付けられ、結局高額
となり納得できないという相談が寄せられています。葬儀は規模によっては数百万円と高額に
なるにもかかわらず、検討や準備のための時間がありません。そのため事前の情報収集が大切で

す。事前相談なども利用し、あらかじめ希望するおおまかな内容を決め、依頼する葬儀社を見つけ
ておくと落ち着いて準備することができます。広告に表示された料金でサービスを受けられるとは
限りません。葬儀社との打ち合わせは複数人で受け、見積書をよく見て、不明な点は確認しましょう。

ポイ
ント

事例　父が亡くなり、家族葬の価格が手ごろだと広告をしている葬儀社に安置してもらい、 葬儀の見
積もりも依頼した 。 広告では「家族葬約40万円から」とあったが、プランナーだという担当者に「お
宅はこのプランではできません 」と言われ、オプションを追加されていった。価格表等は担当者の手
元にあり、私たちにはよく見えなかった。 合計額が300万円近くなり驚いていると、家族葬250万円
のセットプランを勧められ、仕方なく契約した。広告とは異なる高額費用に不満だ。 (60歳代)

☎（267）5501

休館日土・日曜日、祝日
時　間9：00～16：45
場　所市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへ

※来庁をご希望される場合
　は事前にお電話ください
※休館日は「消費者ホットライン」
　☎188へお問い合わせください
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８
月
28
日
午
前
11
時
頃
に
市
内
の 

防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す

　
地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
備
え
、
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を

行
い
ま
す
。こ
れ
は
、全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム（
J
ア
ラ
ー
ト
）を
用
い
た
訓
練
で
、

高
石
市
以
外
の
全
国
の
地
域
で
も
同
様
の

訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
合
先　
危
機
管
理
課
☎(

275)

６
２
４
５

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
ご
注
意

　
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
生
息
が
確
認
さ
れ

て
い
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

見
つ
け
た
ら
…
素
手
で
捕
ま
え
た
り
、
触

っ
た
り
し
な
い
で
駆
除
す
る
。

駆
除
の
方
法
…
ク
モ
は
踏
み
つ
ぶ
す
か
市

販
の
殺
虫
ス
プ
レ
ー
（
ク
モ
用
ま
た
は
ゴ

キ
ブ
リ
用
）を
噴
霧
す
る
。卵
の
う
は
、
踏

み
つ
ぶ
す
か
焼
却
す
る
。

も
し
、
か
ま
れ
た
ら
…
患
部
を
流
水
で
よ

く
洗
い
、
早
く
病
院
で
治
療
す
る
。
可
能

で
あ
れ
ば
ク
モ
は
殺
し
て
、
病
院
に
持
っ

て
い
く
。

問
合
先　
環
境
政
策
課
☎(

275)

６
８
３
４

みん
ないっしょ

に生きる社会を

　

戦
時
中
の
ド
ラ
マ
で
は
、
白
エ
プ

ロ
ン
と「
国
防
婦
人
会
」の
タ
ス
キ
掛

け
の
女
性
た
ち
が
よ
く
登
場
し
ま
す
。

 「
国
防
婦
人
会
」
活
動
の
き
っ
か
け

は
、
一
説
に
は
大
阪
の
天
保
山
近
く

の
市
岡
の
主
婦
が
、
見
送
り
も
な
く

出
征
し
て
い
く
兵
士
を
不
憫
に
思
い
、

お
茶
の
接
待
を
し
た
こ
と
だ
そ
う
で

す
。　
　

　

１
９
３
２
年
３
月
、
兵
士
を
応
援

し
よ
う
と
、近
所
の
主
婦
と
と
も
に
、

「
大
阪
国
防
婦
人
会
」が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。発
足
に
あ
た
っ
て
の
制
服
は

白
エ
プ
ロ
ン（
か
っ
ぽ
う
着
）と
会
名

入
り
の
タ
ス
キ
掛
け
に
決
ま
り
、
こ

の
制
服
は
充
分
に
目
を
引
き
ま
し
た
。

　

も
っ
と
も
一
般
的
な
活
動
は
、
兵

士
の
見
送
り
、慰
問
袋
作
り
、防
空
演

習
、英
霊
出
迎
え
、神
社
参
拝
、勤
労

奉
仕
、献
金
、湯
茶
接
待
な
ど
で
し
た
。

　

当
時
、
女
性
の
大
半
は
結
婚
す
る

と
、
家
事
や
育
児
を
し
な
が
ら
夫
の

家
で
生
き
る
し
か
選
択
肢
が
な
い
時

代
で
し
た
。家
の
外
で
人
の
役
に
た

て
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
、
活
動
に

の
め
り
こ
ん
で
い
く
人
も
あ
り
ま
し

た
。女
性
に
参
政
権
は
な
く
、公
の
場

で
主
婦
が
発
言
で
き
る
機
会
も
ほ
と

ん
ど
な
く
、
国
防
婦
人
会
は
女
性
に

と
っ
て
社
会
参
加
の
場
と
も
な
っ
て

い
た
の
で
す
。

　

国
防
婦
人
会
に
積
極
的
に
参
加
す

る
女
性
た
ち
に
注
目
し
た
の
が
陸
軍

で
し
た
。国
防
婦
人
会
は
陸
軍
の
後

援
を
得
て
、
全
国
的
な
組
織
で
あ
る

「
大
日
本
国
防
婦
人
会
」
と
改
称
し
、

大
阪
で
は
１
９
３
２
年
12
月
に
、「
大

日
本
国
防
婦
人
会
関
西
本
部
」
が
で

き
ま
し
た
。

　

関
西
本
部
の
会
員
激
増
や
業
務
拡

大
の
た
め
活
動
拠
点
が
必
要
に
な
り
、

１
９
３
７
年
に
す
べ
て
寄
付
に
よ
っ

て
国
婦
会
館
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

日
中
戦
争
の
長
期
化
と
共
に
、
国

防
婦
人
会
の
会
員
は
お
よ
そ
１
千
万

人
に
ま
で
急
増
し
て
い
き
ま
す
。

１
９
３
８
年
、
国
は
国
力
の
全
て
を

戦
争
に
つ
ぎ
込
む
国
家
総
動
員
法
を

制
定
。生
活
に
欠
か
せ
な
い
物
が

次
々
と
統
制
下
に
置
か
れ
、
不
平
不

満
を
言
わ
ず
に
戦
争
に
協
力
す
る
こ

と
が
女
性
の
務
め
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
争
が
激
し
く
な
る
に
つ
れ
、
軍

部
も
婦
人
団
体
を
利
用
し
、

１
９
４
２
年
２
月
、
国
防
婦
人
会
は

他
の
女
性
団
体
で
あ
る
「
愛
国
婦
人

会
」と「「
大
日
本
連
合
婦
人
会
」と
統

合
さ
れ
、
約
２
千
万
人
が
所
属
す
る

「
大
日
本
婦
人
会
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

戦
争
に
協
力
す
る
中
、
息
子
を
出

征
さ
せ
る
母
親
と
対
照
的
に
、
息
子

の
い
な
い
母
親
に
は
厳
し
い
目
が
向

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ

の
後
、
母
親
た
ち
は
息
子
た
ち
の
戦

死
の
知
ら
せ
を
受
け
取
る
こ
と
に
な

り
、
国
の
た
め
に
と
一
生
懸
命
や
っ

た
こ
と
が
わ
び
し
さ
に
か
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

終
戦
後
の
１
９
４
５
年
９
月
、
関

西
国
防
婦
人
会
館
は
進
駐
軍
に
接
収

さ
れ
ま
し
た
。後
に
接
収
解
除
と
な

り
、
１
９
５
６
年
に
は
財
団
法
人
大

阪
婦
人
会
館
が
設
立
さ
れ
、

１
９
９
４
年
大
阪
府
立
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー
と
な
り
ま
し
た
。２
０
０
９

年
に
は
現
在
の
大
阪
府
立
男
女
共
同

参
画
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、

女
性
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
争
に
協
力
す
る
道
し
か
選
べ
な

か
っ
た
女
性
た
ち
の
活
動
を
知
り
、

自
分
で
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

＊
参
考
文
献
「
大
阪
府
立
婦
人
会
館
30
年
の

あ
ゆ
み　

編
集
・
発
行　

大
阪
府
立
婦
人
会
館
」

１
９
９
４
年 

93
P

＊
参
考
文
献
「
戦
争
を
生
き
た
女
た
ち
―
証

言
・
国
防
婦
人
会　

著
者 

粷
谷
美
規
子　

ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
」１
９
８
５
年
２
５
６
P

人
権
・
生
活
相
談
課

 

☎（
275
）６
２
７
９

国防婦人会


